
【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都公立学校情緒障害教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都内小・中学校全校に特別支援教室が設置され、利用者数が年々増加

し、小学校約2万４千人、中学校約６千人、計約3万人となり、それに

伴う教員数の増加（約3千人）も著しい。情緒障害教育経験年数5年以

下の教員が全体の約7割を占め、効果的な指導がおこなわれるためには

担当教員の専門性の向上は必須である。また、全都において、自閉症・

情緒障害学級が新たに設置される地域も増え、在籍する児童数も増加傾

向にある。特別支援教室、自閉症・情緒障害学級のいずれにおいても、

自立活動の指導を行うことが定められているが、経験が浅い故に、具体

的にどのような指導を行えば良いのかがわからず困っているという声も

多く聞かれている実態がある。これらの課題を踏まえ、各研修会の内容

を設定し1年間活動を進めた。 

★令和５年度 実態調査より抜粋 

 

 

 

 

 

 

  

 

研究主題 【小集団指導における自立活動について考える】 

～特別支援教室や自閉症・情緒障害学級で何をすべきか～ 

～特別支援教室等における児童・生徒のアセスメントと専門的な指導～ 

 本会（略称：都情研）は東京都の特別支援教育の充実・発展に寄与

することを目的とし、情緒障害教育、発達障害教育等に関する専門研

修を通して、教職員の専門性向上を目指している。研修会は全都の公

立幼・小・中学校教職員、区市町村教育委員会職員等が対象となる。

具体的な研修会として、全都を5ブロックに分けて開催する地区ブ

ロック研修(年間７回)と、全都を対象に開催する全体研修（年間4

回）を設定している。また、情緒障害等通級指導学級時代から継続的

に実態調査を実施し、それらを踏まえた上での実践的な研修となるよ

う努めている。 

 



【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都公立学校情緒障害教育研究会】 

Ⅲ 夏季研究大会・課題研修会【８月３日（木）・８月２２日（火）開催】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏季研究大会では特別支援教室、自閉症・情緒障害学級の担当

者が各校での自立活動に関する実践を発表し、その後パネルディ

スカッションを実施した。会場の参加者からも多くの質問があり

活発なやりとりが行われた。課題研修会では、普段研修会に参加

しづらい、自閉症・情緒障害学級と中学校特別支援教室分科会を

設定し、実践発表及びグループ討議を行った。他地域、他校の実

態や、具体的な教材も含めた実践の交流が行われ、ニーズの高さ

を改めて認識することができた。（以下は青梅市立第二小の発表より抜粋） 

 

Ⅳ 秋季セミナー【１１月２１日(火)開催】 

 

 

 

 

 

Ⅴ 次年度への課題 

 

 文科省より加藤宏昭特別支援教育調査官をお招きし「インクル

ーシブ教育の今後と都情研の役割」と題し、ご講演いただき、そ

の後、本会会長、総務との鼎
て い

談を実施した。国レベルでの、中・

長期的な視点で見た特別支援教育の在り方と、東京都の施策、そ

して今、目の前で我々が取り組んでいる子どもたちへの指導との

関係を整理する貴重な機会となった。その上で、時代が変化して

も、我々が大切にしなければならないこと等を考えさせられる、

多くの示唆に富んだ有意義な会となった。 

今年度も、1 年間の研修会への参加者が、のべ 5500 人を超えてい

る現状があり、課題に対するニーズの大きさと本会への期待、役割を改

めて実感している。今後も実践的な研修を取り入れつつ、全都の情緒障

害教育のレベルアップに取り組んでいく必要がある。 
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